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⼀般社会における家系図のイメージ
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個⼈番号等の詳細は略。正式な記述法はA guide to genetic counseling 2nd.(2009)・
トンプソン&トンプソン遺伝医学(2009)等の成書を参照
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医療で⽤いる家系図 家系図の重要性
• 家系図は

1.正確な遺伝学的診断を得るため
2.遺伝性疾患の正しい理解のため
3.遺伝性疾患の正確な予後推定のため
4.遺伝性疾患における発症前診断や発

症予防のため
–必要なツールである
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家系図記載の問題点
• 作図の⼿間

–国際的表記基準に則る記載
• 臨床遺伝の知識、作図スキルが必須

–個別対⾯での作成
• 多量の遺伝情報処理は困難
• ⼤規模ゲノムコホート研究には利⽤不可

Robin L. J Genet Counsel 17:424, 2008

f-tree開発の動機
• 家系図作成には専⾨的知識と⼿間が必要

• そこで我々は専⾨的知識がなくても、
⾃動的に家系図を作成してくれるソフ
トウエアおよびアプリを新規に開発



「f‐tree」
商標登録出願中

http://iwate‐megabank.org/genetic/

日・英両バージョンあり

⾃動家系図作成ソフト
項 ⽬ 男 性 ⼥ 性 性別不明 項 ⽬

個 体 ● ● ● 配偶者関係線 ●
罹患者 ● ● ● 離婚したパートナーとの関係線 ●

2つ以上の罹患状態 × × × 3⼈以上との婚姻関係 ×
⾮浸透保因者 ▲ ▲ ▲ 下位世代線 ●
複数の個体 ▲ ▲ ▲ 同胞線 ●
数不明の個体 ▲ ▲ ▲ 個⼈線 ●
既死亡者 ● ● ● 離婚2重斜線 ●
死 産 ● ● ● 近親婚 ▲
妊 娠 ● ● ● ⼀卵性双胎 ●
⾃然流産児 ● ● ● ⼆卵性双胎 ●
罹患⾃然流産児 ● ● ● 卵性不明 ▲
妊娠中絶 ● ● ● 家族歴不明 ×
妊娠中絶した罹患個体 ● ● ● ⼦どものいない家族 ●
世代番号 ● 不 妊 ●
個体番号 ● 養⼦（家族へ養⼦に⼊る） ×
発端者 ● 養⼦（家族から養⼦に出る） ×
クライエント ● 養⼦（⾎縁者から養⼦に⼊る） ×
作成⽇ ● ⾮配偶者間⼈⼯受精 ×
更新⽇ ● 精⼦提供者 ×
⽒名の表⽰ ● ⽒名の⾮表⽰ ★

＊Robin L. J Genet Counsel 17:424, 2008凡例：●準拠、▲コメント機能使⽤、×⾮対応、★独⾃機能

8５%達成

家系図表記法ガイドライン*準拠

デュシェンヌ型
筋ジストロフィー フェニルケトン尿症 マルファン症候群 家族性腫瘍

Ｘ連鎖劣性遺伝 常染⾊体劣性遺伝 常染⾊体優性遺伝

様々な遺伝形式に対応

Bennett RL et al., Am J Hum Genet, 56:7445, 1995（⼀部改変）
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複雑な家系にも対応可能



• 専⾨的知識が無くても短時間で正確な
家系図が作成可能

• 家系図作成に要した時間を他の分析に
振り分けられる
医療、研究（ゲノムコホート）、教育現場へ

の普及

遺伝に対する⼀般社会の正しい理解
• ⼀度に多くの家系でも対応可能

f-treeにより期待できる成果

• 医師、看護師、認定遺伝カウンセラー

• 医療系学⽣

• その他、教育現場

想定している利⽤者

• ＰＣからの直接⼊⼒ • 問診票からの⼊⼒

⼊⼒⽅法 今後の⽅針
• 家系図表記法ガイドライン準拠100％

達成を⽬指す

• 遺伝形式や再発危険率（保因者である
確率）などを⾃動的に算定するf-treeの
AIバージョンの開発


